
　「今、できることを・・・」というボランティアの思い
のもと、コロナ感染症予防に気をつけながらお達者サロ

地域のつながりを絶やさない 

ン活動も再開しました。お仲間と久
しぶりに会い、皆さんの笑顔が絶え
ません。このような状況下でも地域
のつながりを絶やさないことの重要
性を再確認することができました。
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地域活動が少しずつ再開してはいますが、これからも感染予防に気をつけながら地域の見守り
ささえあいネットワーク活動を進めていきます。地域の皆様のご協力をお願いします。
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新型コロナウイルス感染症の拡大を防止する為、３
さんみつ

密を避けた新しい生活様式が取り入れられてい
ます。『３

さんみつ

密』とは「密閉」、「密集」、「密接」の３つの密からつけられた言葉で、今までと違った生
活をしていく中で、健康を維持する上で重要なのが、「ストレス対処」、「身体活動」、「食」の「３

さんえす

Ｓ」です。
「３
さんえす

Ｓ」は介護予防・認知予防に重要なだけでなく、免疫力を上げることになり、感染症の予防にも有
効です。健康のありがたさは、失ってはじめてわかると言われます。今こそ、「３

さんえす

Ｓ」を再認識し、健
康を保ちましょう。

‼
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千
葉
県
共
同
募
金
会
南
房
総
市
支
会
で
は
、
市
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童
の
皆

さ
ん
や
保
護
者
の
方
に
赤
い
羽
根
募
金
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
こ
の
度
「
赤
い
羽
根
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
少
人
数
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
が
、
当
日
は
赤
い
羽
根
募
金
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
等
を
交
え
な
が
ら
親
子
で
学
ん

だ
あ
と
、
募
金
箱
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

募
金
箱
づ
く
り
で
は
「
ど
ん
な
募
金
箱
だ
っ
た
ら
募
金
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ

う
？
」
と
考
え
な
が
ら
試
行
錯
誤
。
赤
い
羽
根
募
金
の
募
金
箱
と
分
か
る
工
夫
を

し
た
り
、
千
葉
県
共
同
募
金
会
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
び
わ
ぴ
よ
」
の

〜
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
お
知
ら
せ
〜

自
分
だ
け
の
募
金
箱
を
つ
く
ろ
う
！

　
　
　
　
　

〜
赤
い
羽
根
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜

募
金
箱
に
し
た
り
な
ど
、

自
分
だ
け
の
募
金
箱
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
10
月
１
日

か
ら
共
同
募
金
運
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、
南
房
総
市
内
の
福

祉
事
業
や
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
人
た
ち
の

た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

ま
だ
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
様
々
な
理
由
で
廃
棄
さ
れ
て
し

ま
う
食
材
・
食
品
を
お
預
か
り
し
、
困
っ
て
い
る
方
へ
提
供
す
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
活
動
に
、　

南
房
総
市
社
協
で
は
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ち
ば
」

が
実
施
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
協
力
し
て
お
り
、
９
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
実
施
し
た
第
25
回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
も
市
民
の
皆
さ
ま

第26回 フードドライブ

9月13日

か
ら
多
く
の
食
品
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

お
預
か
り
し
た
食
品
は
「
フ
ー
ド

バ
ン
ク
ち
ば
」
を
通
じ
、
福
祉
関
連

施
設
や
生
活
困
窮
な
ど
で
食
事
に
困
っ

て
い
る
方
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福祉
ニュース このコーナーは、地域福祉に関するニュースやお知らせを紹介します。
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富
山
地
区
の
「
絵
本
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
ひ
る
の
会
」

（
代
表　

和
田
美
智
子
さ
ん
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
ひ
る
の
会
は
、
富
山
地
区
を
活
動
の
拠
点
に
現
在
１２
名
で
毎
月
１
回
、

富
山
ふ
れ
あ
い
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
小
学
校
、
そ
の
他
、
２
ヶ
月
に
１
回

保
育
園
に
て
子
供
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、

活
動
を
休
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
３
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
で
９

月
か
ら
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
は
、
想
像
力
や

言
語
能
力
が
高
ま
り
、
感
情
豊

か
に
な
る
な
ど
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
く
れ
る
子
供
た
ち
、

「
今
日
は
、
何
を
読
む
の
？
」

と
聞
か
れ
ま
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
子
供

た
ち
に
こ
れ
か
ら
も
、
読
み
聞

か
せ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
１
人
で
利
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方

の
買
い
物
や
通
院
等
の
移
動
の
支
援
を
行
う
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
運
転
協
力
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
家
事
の
合
間
に
、
退
職
後
の
空
い
た
時
間
に
、
仕
事
を
し
な
が
ら
休
み

の
日
に
、
な
ど
…
様
々
な
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
み
な
み
ん
・
お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス
」
は
身
近
な
地
域
で
共
に
暮
ら
す
方
々
に
よ
る
さ

さ
え
あ
い
活
動
と
し
て
、
高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
自
宅
へ
協
力
会
員
（
サ

ポ
ー
タ
ー
）
が
訪
問
し
、
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
や
家
事
な
ど
の
お
手
伝
い

を
す
る
会
員
制
の
有
償
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
現
在
、サ
ー
ビ
ス
の
協
力
者（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

利
用
会
員
の
ご
家
庭
に
訪
問
し
、次
の
よ
う
な
生
活
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
す
。

●
衣
類
の
洗
濯
や
整
理

●
住
居
の
清
掃
や
ゴ
ミ
出
し　

●
日
用
品
の
買
い
物
代
行　

な
ど

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
祭
日・年
末
年
始
を
除
く
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
祭
日・年
末
年
始
を
除
く
）　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）取
得
後
５
年
を
経
過
し
て
い
る
方
で
、福
祉

活
動
に
理
解
の
あ
る
方

※
会
員
登
録
の
際
、本
会
が
実
施
す
る
国
土
交
通
省
で
指
定
さ
れ
た
運
転
講
習
会
の
受
講
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

〈
活
動
日
〉

〈
活
動
日
〉

〈
活
動
内
容
〉

〈
募
集
対
象
〉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
移
送
サ
ー
ビ
ス　

運
転
協
力
会
員

み
な
み
ん
・
お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス　

サ
ポ
ー
タ
ー

※
詳
し
く
は
お
近
く
の
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
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南房総市社会福祉協議会では、ご家庭で不要となったり譲り受けたりした福祉機器を修理・
整備の上、必要とする方へ無償でお譲りする福祉機器リサイクル事業を実施しています。

車イスのまま乗降ができる軽車両（スロープ式）を無料で貸出しています。
◆利用できる方
　市内在住の日常生活において介助が必要な高齢の方、障がいを持った方。
◆利用について
・利用期間は原則として１日です。
・貸出にあたり料金はかかりませんが、使用した分の燃料の補給をお願いします。
・車種は各福祉サポートセンターにより異なります。また、利用に当たっては事前に予約が必要となります。
　申請・問い合せ先 / お近くの福祉サポートセンター

○車イス　○杖　○シルバーカー

○車イス　○シルバーカー
　・現状で使用可能または簡単な整備により再利用可能なものでお願いします。

月額 65,000 円以内

教育支援資金
ゆめを追いかける君へ

月額 35,000 円以内

月額 60,000 円以内

500,000 円以内

千葉県共同募金会から被災された方へ
災害見舞金が支給されます
千葉県共同募金会では、令和元年の台風・豪

雨災害で被災された方々を支援することを目
的に、下記のとおり災害見舞金の支給を行っ
ています。対象となる世帯でまだ申請をされ
ていない場合はお早めに申請をお願いします。

◎ この災害見舞金の対象は、生活をされている住
家となります。空き家、別荘、倉庫などは対象と
なりません。
◎ 災害見舞金の支給を申請される方は、災害見舞
金支給申請書に必要事項を記入の上、罹災証明
書の写し、振込先口座が確認できる書類（通帳
の写し）を、お近くの福祉サポートセンターへご
提出ください。なお床上浸水の場合は、被災さ
れた状況の確認ができる写真の添付をお願いし
ます。
申請・問い合せ先 / お近くの福祉サポートセンター

・利用できる方は南房総市内に在住で、在宅介護を必要とする方です。
　・費用は無料です。ただし、お譲りした後の修理等にかかる費用は
　　譲り受けた方の負担となります。
※提供可能品の一覧は社協のホームページに掲載し、随時更新しています。

譲
り
ま
す

募
集
し
て

　

い
ま
す



　　　

善意の寄付

この寄付金は、本会福祉振興基金に積み立て、以後地域福祉向上のため有効に役立たせていただきます。
ありがとうございました。

敬称略/令和２年７月～令和２年１０月

社会福祉法人 南房総市社会福祉協議会
◆本所　南房総市千倉町瀬戸 2705-6

44-3577 44-3542

◆とみうら福祉サポートセンター　 33-4565

◆とみやま福祉サポートセンター    57-2926

◆みよし福祉サポートセンター　    36-2276

◆しらはま福祉サポートセンター    30-5122

◆ちくら福祉サポートセンター　　 44-3541

◆まるやま福祉サポートセンター    46-2200

◆わだ福祉サポートセンター 　      47-3390

たくさんのまごころ
ありがとうございます。

　　

匿名　　　                     ２０，０００円
匿名　　　　　　　　　　 ７，２００円
匿名　　　　　　　　　　 ４７，９１５円

匿名　　　                    １２，５３３円
匿名　　 　　　　　　　 １０，０００円
匿名　　 　　　　　　　   ３，０００円

ー 発行・編集 ー
（各種お申込み先）

　南房総市に在住し、在宅で日常生活のほと
んどに介護を必要とする方に紙おむつを給付
します。

○紙おむつ給付事業

○高齢者介護用品支給事業

給付月および申込期限
２月給付の申込は  令和３年 1月13日（水）まで

対
象
者

・1日中ベット上で過ごされ日常生活のほとんどに
　介助を要する介護保険法で定められた要介護
　３・４・５の方

・身体障害者手帳（1・2級）をお持ちの方

・精神障害者保健福祉手帳（１・２・３級）および                      
　療育手帳（Ａ・Ｂ）をお持ちの方

品
目

紙おむつ　　尿取りパット　　紙パンツ　　
※１回あたり税込 5,000円以内（年間 4回）
　ただし要介護３の方は税込 2,500円以内

・65歳以上で要介護４・５の方、又は介護して
　いるご家族 ※要介護高齢者の属する世帯全員
　が前年度市民税非課税の世帯

紙おむつ　尿取りパット   紙パンツ　　
※1回あたり税込 25,000 円以内（年間 4回）

対
象
者

品
目

紙おむつを支給します
    　

～離婚、相続などの相談に
　　　　　　　司法書士が応じます～

開設日 場　　　　所

 三芳農村環境改善センター

 和田地域福祉センター「やすらぎ」

 富山ふれあいコミュニティセンター
 （旧富山公民館）

白浜コミュニティセンター

時間／午後１時～午後5時　

44-3577

※新型コロナウイルス感染症拡大状況によっては中止に
　なる場合もあります。
○事前予約申込：前月の開催日翌日から電話にて予約を受け付
　　　　　　けます。
○定　　員：6人（相談はお一人につき 40分まで）
○そ の 他：調停中や裁判中の事件の相談ならびに同一
                     内容についての再度の相談は応じられません。
　　　　　　弁護士による相談は他の機関を紹介します。

無料法律相談

予約・問い合せ先：南房総市社会福祉協議会(本所）

申請・問い合せ先

お近くの福祉サポートセンターへ




